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このコーナーは、毎月１日号で、市内で活動する皆さんの主催するイ
ベントや会員募集を紹介するものです。
掲載申込みの詳細は、市ホームページをご覧ください。
問広報広聴課☎983・2620

CoderDojo 三島／沼津 
子どもプログラミング道場開催

時５月 20 日、７月 15 日、９月 16 日、
11 月 18 日、平成 31 年１月 13 日、３月
17 日（日曜日開催、変更の可能性あり）
午後２時～４時場沼津工業高等専門学校
内子どもプログラミング費無料対７歳以
上定親子 15 組持ノートパソコン※貸出
あり（要予約）申http://coderdojo-mn.
moo.jp/問長屋☎ 090・7861・6663
ドッジボール大好きっこあつまれ！

体験教室参加者募集
時４月 21 日㈯午後１時～３時（４月～
７月毎月第３土曜日）場南小学校または
中郷小学校体育館内ドッジボールの基本
とゲームを楽しく学ぼう対小学生男女 
※特に４・５・６年生大歓迎費無料問田
島☎ 080・6900・6203 または、「ワンピー
ス三島」ホームページへ

第 35 回三島書作家協会展

時４月 11 日㈬～ 15 日㈰午前 10 時～午
後 5 時※最終日は午後４時まで場生涯
学習センター３階市民ギャラリー多目的
ホール内漢字・かな・その他の書道作品
を展示、15 日㈰午後２時から同センター
前庭筆塚にて使用済みの筆に感謝し、焼

納する「筆塚祭」を開催※参加自由費無
料問久保田☎ 975・3195
三島の古代史は日本一おもしろい会

宣言・発表セレモニー
時４月 14 日㈯午後１時～３時 45 分場三
島商工会議所１階ＴＭＯホール内なぜ、
三島の古代史はおもしろいのか？をテー
マにしたセミナーを開催。古代史に燦

さ ん ぜ ん

然
と輝く三島は大和王朝との強いきずなで
結ばれていました。三島市誌、静岡県史
に沿って小学生にも解りやすく解説しま
す。費700 円（入場料、資料代）、中学
生以下無料定180 人問芦田☎ 955・8300

楽しく二胡を弾こう 
無料体験教室開催

時①４月 22 日㈰午後２時～４時②５月
６日㈰午前 10 時～正午場生涯学習セン
ター５階音楽室内中国の伝統楽器「二胡」
とても澄んだ優しい音色の楽器です。自
分の手に取って音を出してみましょう※
楽器の貸出あり費無料定30 人申・問前日
までに、高橋☎ 090・3309・6659

アーチェリー春季初心者講習会

時５月 13 日～６月３日（毎週日曜日）
午 前 ９ 時 30 分 ～ 正 午（全４回）場市民
体育館弓道場費3,000円（保険料含む）対
中学生以上定先着６人申・問４月30日

（月・振）までにアーチェリー協会・大木 
☎ 090・2571・9480

伊豆一周ウオーキング会員募集

時４月 25 日㈬午前６時三島駅北口集合
→城ヶ崎海岸内伊豆半島１周約 500km
を月１回２年でまわる。名所、旧跡、海
岸、山岳をウオーキング。往復はバス利
用。帰路温泉あり費バス代金定20 人持雨
具、弁当、帽子、タオル申・問４月 20
日㈮までに三島ウオーキングクラブ・松
本☎ 988・0375

武蔵をうならせた武術、杖
じょうどう

道 
同好会会員募集

時毎週土曜日午前９時～正午場西小学

校、市民体育館内杖と木刀による形稽古
を行う古武道。老若男女誰でもできます。
未経験者大歓迎。費中学生以下：月 300
円、高校生：月 500 円、一般：月 1,000
円申・問山形☎ 972・5670

‘96 三南会 
’18 登山・ハイキング講座受講生募集
時４月 28 日㈯～平成 31 年３月 24 日㈰、
開講式４月 28 日㈯午後１時 30 分～３時
30 分場錦田公民館内山の楽しみ方、危
機管理などを１年をかけて講座と実技で
学びます費年 3,600 円定22 人申・問４月
27 日㈮までに、根上☎ 971・9660

ニューヨーク州立ストーニーブルック
大学・学生のホストファミリー募集

時５月 27 日㈰～６月 24 日㈰対朝食・夕
食、個室を提供でき、学生を家族の一員
として受け入れることのできる家庭定20
家族（予定）申４月 20 日㈮までに「日
本大学国際関係学部ホストファミリー」
ホームページから申込み問日本大学国際
関係学部国際教育センター☎ 980・0962

三島長陵高校生涯学習講座 
前期受講生募集

時５月～７月午後６時 30 分～８時（８
回）内スペイン語、中国語、ワード＆エ
クセル、太極拳、ボディメンテナンス、
篆
て ん こ く

刻、水彩画の７講座費１講座 5,600 円
申問４月 11 日㈬～５月 10 日㈭までに三
島長陵高校生涯学習講座・新

に い の み

家☎ 986・
2000 ※詳細は長陵高校ホームページ

三島市　市民活動団体応援

平成 30 年 1 月１日号への掲載の申
込みは、11 月 16 日㈭までに、広報
広 聴 課*kouhou@city.mishima.shiz
uoka.jp、℻ 983・2719

文化

その他

平成 30 年６月１日号への掲載
の申込みは、4 月 26 日㈭まで
に、広報広聴課
*kouhou@city.mishima.shizu
oka.jp、℻ 983・2719

広報みしま 締切日

平成30年７月１日号 ５月2５日㈮

平成30年８月１日号 ６月2８日㈭

平成30年９月１日号 ７月２５日㈬

スポーツ・健康

「市民活動団体応援コーナー」は電
子メール・FAX で申し込みできま
す市ホームページで「市民活動団体
応援」と検索し、ダウンロードして
ください。併せて締切日も掲載して
いますので、ご利用ください。

子育て
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私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
よ
く
本
を
読
ん

で
い
ま
す
。
私
が
な
や
ん
で
い
る
時
、
相

談
相
手
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

骨
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
カ
サ
の
布
で
エ

コ
バ
ッ
ク
を
作
っ
て
く
れ
た
り
、
セ
ー
タ

ー
な
ど
の
編
み
物
を
し
た
り
、
い
つ
も
手

を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　

九
十
八
才
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お

世
話
を
す
る
た
め
に

「自
分
が
体
を
こ
わ

し
た
ら
み
ん
な
が
困
る
か
ら
」
と
、
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
行
き
、
と
て
も
元
気
で

す
。
健
康
に
気
を
付
け
て
彩
り
の
い
い
食

事
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元

気
で
い
て
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

当
番　

も
ち
だ　

は
る
か 

さ
ん

No.359

郷土資料館☎ 971・8228 企画展「新規収蔵品展―三島の明治から昭和
―」は、６月３日㈰まで開催

駿
豆
電
気
鉄
道
に
よ
る 

　
　
　
鉄
道
延
長
計
画

　
郷
土
資
料
館（
楽
寿
園
内
）で
は
、

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と

協
働
で
、
地
域
の
古
文
書
の
整
理
・

調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、

「
贄に

え
か
わ川

家
文
書
」
を
主
な
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

　

贄
川
家
は
、
清
水
町
で
江
戸
時
代

の
名
主
や
明
治
時
代
の
清
水
村
村
長

を
務
め
た
家
で
、
明
治
か
ら
昭
和
に

か
け
て
俳
人
と
し
て
活
躍
し
た
贄
川

他た
せ
き石
が
有
名
で
す
。
他
石
は
本
名
を

邦く
に
さ
く作
と
い
い
、
文
化
活
動
の
ほ
か
政

治
・
行
政
・
経
済
と
い
っ
た
多
方
面

で
活
躍
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
島
～

沼
津
間
に
チ
ン
チ
ン
電
車
の
路
線
を

敷
い
た
、
駿
豆
電
気
鉄
道
株
式
会
社

の
立
ち
上
げ
と
経
営
に
加
わ
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
駿
豆
電
気
鉄

道
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

駿
豆
電
気
鉄
道
は
、
明
治
三
十
九

年
（
一
九
〇
六
）
三
島
～
沼
津
間

に
電
気
鉄
道
を
開
通
さ
せ
、
明
治

四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
に
は
伊
豆

鉄
道
（
現
在
の
伊
豆
箱
根
鉄
道
駿
豆

線
、
当
時
は
、
三
島
～
大
仁
間
の
営

業
）を
買
収
し
ま
す
。
こ
の
買
収
は
、

こ
れ
ま
で
鉄
道
事
業
の
拡
張
を
主
眼

と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
株
主
総
会
の
決
議
事
項

な
ど
を
見
る
と
、
も
う
少
し
複
合
的

な
ね
ら
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

駿
豆
電
気
鉄
道
は
、
伊
豆
鉄
道
買

収
と
セ
ッ
ト
で
、
沼
津
か
ら
伊
豆
西

海
岸
を
経
由
し
て
大
仁
付
近
に
至
る

路
線
と
大
仁
か
ら
修
善
寺
ま
で
の
路

線
、
さ
ら
に
、
湯
ヶ
島
や
伊
東
方
面

ま
で
伸
び
る
路
線
を
計
画
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
買
収
し
た
伊
豆
鉄
道

を
電
気
鉄
道
化
す
る
た
め
に
、
既
に

操
業
し
て
い
た
平
木
（
函
南
町
）
の

第
一
発
電
所
に
加
え
、
梅
木
（
伊
豆

市
）
に
第
二
発
電
所
を
建
設
す
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
駿
豆
電
気

鉄
道
は
、
鉄
道
会
社
と
し
て
認
識
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
電
灯

電
力
事
業
の
収
入
は
、
鉄
道
事
業
の

二
倍
の
規
模
で
、
電
気
事
業
の
拡
張

に
は
常
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。

　

駿
豆
電
気
鉄
道
は
、
大
正
五
年

（
一
九
一
六
）
に
経
営
難
か
ら
富
士

水
力
電
気
に
合
併
さ
れ
ま
す
が
、
こ

の
鉄
道
延
長
・
電
気
鉄
道
化
計
画
は
、

合
併
直
前
ま
で
実
現
に
向
け
て
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
贄
川
邦
作
を
は
じ

め
と
す
る
駿
豆
電
気
鉄
道
の
経
営
層

は
、
当
時
の
最
先
端
の
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
鉄
道
と
電
気
を
地
域
に
普
及
さ

せ
、
地
域
社
会
の
近
代
化
を
進
め
る

こ
と
に
、
高
い
志
を
持
っ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
こ
の
高
い

志
は
、
時
に
妥
当
な
経
営
判
断
を
妨

げ
る
こ
と
も
あ
り
、
最
後
は
、
他
社

に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
一
度
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ

は
、
所
有
者
（
社
）
が
変
わ
っ
て
も

地
域
社
会
に
存
在
し
続
け
ま
す
。
彼

ら
の
進
め
た
事
業
は
、
成
功
と
失
敗

を
繰
り
返
し
つ
つ
、
地
域
社
会
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
い
っ
て
よ

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲駿豆電気鉄道営業区
域図（大正二年五月） 
赤い線が湯ヶ島まで
の鉄道延長計画
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